
令和６年度第１回四国中央市地域公共交通会議並びに四国中央市地域公共交通活性化協議会 

概要（議事録） 

１ 会議名  四国中央市地域公共交通会議並びに四国中央市地域公共交通活性化協議会 

２ 日 時  令和６年６月２４日（月曜日） 午後２時３０分～午後３時１０分 

３ 会 場  四国中央市市民交流棟 ２階会議室 

４ 出席者  委員１５名 

一柳栄一委員、宮﨑修委員、好井幸三郎委員、進藤文子委員、近藤智広委員（代理）、   

金崎佐和子委員、眞鍋満春委員、出水武美委員、門田正孝委員（代理）、宇田直器委員、

松本真一委員、秋川剛委員、永木洋平委員、松村拓朗委員、一色利彦委員、菊池勝二委員、

松浦和仁委員、髙橋誠委員 

事務局 観光担当部長ほか３名 

５ 傍聴者  なし 

協 議 事 項 等 

１ 会議次第 

⑴ 開会 

⑵ 会長挨拶 

⑶ 協議事項 

① 第１号議案 令和５年度 事業報告について 

② 第２号議案 令和５年度 決算報告について 

          監査報告 

③ 第３号議案 令和６年度 予算の補正について 

④ 第４号議案 令和５年度 地域公共交通計画の評価について 

⑤ 第５号議案 地域公共交通確保維持事業に係る計画の策定について 

⑷ 報告事項 

    地域公共交通確保維持改善事業 二次評価結果について 

⑸ その他 

⑹ 閉会 

 

２ 会議概要 

⑴ 開会 

   事務局にて四国中央市地域公共交通会議並びに四国中央市地域公共交通活性化協議会の開会を宣

言し、同会議要綱第７条第２項並び同協議会規約第８条第２項の規定により会議が成立している旨

を報告。 

⑵ 会長挨拶 

⑶ 協議事項 

① 第１号議案 令和４年度事業報告について及び第２号議案 令和４年度決算報告について 

事務局より説明。 

監査報告 監査員より報告。 

質疑 なし。 



第１号議案及び第２号議案については原案どおり承認された。 

② 第３号議案 令和５年度予算の補正について 

事務局より説明。 

質疑 なし。 

第３号議案については原案どおり承認された。 

③ 第４号議案 令和４年度地域公共交通計画の評価について 

事務局より説明。 

質疑  

（委 員） デマンドタクシーの登録者数が減少しているがどのように分析しているか。 

（事務局） 登録者数は、死亡者数を精査し反映したため減少した。 

（委 員） 新規登録者を増やすための取り組みについて。 

（事務局） 各種イベントでの周知を図り、公共施設等へのチラシ配布を実施した。 

また、車両のイメージアップにつながる取り組みを考えていく。 

（会 長） 高齢化が進む中、高齢者数の減少に対し高齢化率は高まっており、少子化も進行 

している状況である。 

        高齢者のうち、運転免許返納者や交通弱者の占める割合が増えていく中、考え方 

としては、バリアフリー化をはじめとする、誰もが利用しやすく、楽しい公共交通 

を目指していく。 

（委 員） ４月以降、コロナ感染対策が緩和された中での利用状況に変化は見られたか。 

（事務局） 利用者数の推移については、令和５年４月、５月の利用者数は、昨年同月と比較 

して増加している。 

第４号議案については原案どおり承認された。 

④ 第５号議案 地域公共交通確保維持事業に係る計画の策定について 

事務局より説明。 

質疑 なし。 

     第５号議案については原案どおり承認された。 

⑷ 報告事項 

   地域公共交通確保維持改善事業 二次評価結果について 

事務局より報告。 

    質疑 なし。 

⑸ その他 

    （委 員） 国では、運輸業における 2024年問題に対する施策として、ドライバーの高齢化 

や担い手不足により地域の移動手段がなくならないよう、労働時間短縮や待遇改善 

等の他、規制を緩和しようとする動きが見られ、仕組みが大きく変わろうとする時 

期にあり、地域の中から様々な提案をし、考えていければよい。 

⑹  閉会 

   会長により、四国中央市地域公共交通会議並びに四国中央市地域公共交通活性化協議会の閉会を

宣言。 

 



 


